
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在、朝鮮学校がうけている差別状況 

 

１． 助成金における差別 

 朝鮮学校と日本の公立・私立学校の

助成金格差は歴然としています。 

 全国平均で公立学校のおよそ１０分

の１、私立学校と比べても４分の１程

度です。（国庫補助はゼロ）さらに高校

生では、なんと２０分の１にも満たな

いのが現状です。 

 

 

２． 税制上の問題 

右記のように学校の経常費への寄付

については税法上「特定公益増進法人」

の制度がありますが、朝鮮学校には全

く適用されていません。また、校舎の

増改築時等に寄付者への税制上の配慮

が手厚い「指定寄付金」制度において

も排除されたままです。 

 

 

３． 大学入学（受験）資格、奨学金、災害共済給付制度、学校医、健康診断費、安全対策等に対し

ても未だに恣意（しい）的な差別処遇をうけています。 

日本弁護士連合会（日弁連）もこのような現状を甚だしい人権侵害、また子どもたちへの教育権、学習

権を侵害しているとして１９９８年と２００８年３月の二度にわたって日本政府に対し、差別是正を勧告

しました。 

在日本朝鮮人大阪府民族教育対策委員会 

 

 

( 表Ⅰ ) 

( 表Ⅱ ) 

※表Ⅰ、Ⅱ「2008 在日朝鮮人歴史・人権週間」より転載 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


